
 
 

 

「蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会」規約（案） 
 

第１条（趣旨） 

この規約は、「蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会」（以下「委員会」

という。）の設置について必要な事項を定める。 

 

第２条（目的） 

 本委員会は、宮城県・山形県にまたがる蔵王山の噴火に起因する土砂災害を軽減する

ための緊急時対策（ハード対策及びソフト対策）を、効率的かつ効果的に実施するため

「蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画（案）」を策定することを目的とする。 

 

第３条（組織等）  

委員会は、新庄河川事務所長が設置する。 

２ 委員会の委員は、新庄河川事務所長が委嘱する。 

 

第４条（委員長） 

委員会に委員長を置くこととし、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、委員会の運営と進行を総括する。 

３ 委員長に事故があった場合には、委員長が予め委員の中から指名する者が職務を

代行する。 

 

第５条（委員会） 

委員会は、委員長の了解を得て、新庄河川事務所長が招集する。 

２ 委員の任期は、平成２７年１２月３１日とする。 

３ 委員会は、委員総数の２分の１以上の出席をもって成立する。 

 

第６条（公開） 

 委員会の公開方法については、委員会で定める。 

 

第７条（事務局） 

 委員会の事務局は、新庄河川事務所と仙台河川国道事務所に置く。 

 

第８条（規約の改正） 

本規約の改正は、委員総数の３分の２以上の同意を得てこれを行う。 

 

第９条（雑則） 

 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会に諮って 
定める。 

 

附則（施行期日） 

この規約は、平成２５年２月２０日より施行する。 

この規約は、平成２６年１２月１１日より施行する。 

この規約は、平成２７年５月２５日より施行する。 

 

資料０


